
〒583-0854　羽曳野市軽里 1-1-1 （LIC はびきの内）
【TEL】 072-950-5503 ／ 【FAX】 072-950-5650
1階受付　9時 00分～ 17時 30分　※閉室は祝日 ・振替休日 ・年末年始

感染予防対策のため、 入場時に検温いたします。 37.5 度以上のお客様は入場をお断わりいたします。
手指消毒 ・ マスクの着用 ・連絡先のご記入をお願いします。 ご協力いただけない場合は入場をお断りします。はびきの市民大学

提出いただきました個人情報につきましては、 羽曳野市個人情報保護条例
(平成 12年羽曳野市条例第 43号 ) に基づき適切に管理いたします。
※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。※駐車場には限りが
ありますので、 公共交通機関をご利用ください。 主催／羽曳野市

13時 00分（12時 30分開場）

第 1部 学位授与式／第 2部 特別講義
＜会　場＞ LICはびきの １階 ホールM

＜入場料＞ 無料・自由席

2021 年　　月　　日7 3 （土）
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作家。 兵庫県三木市生まれ　神戸女学院大学卒業。
平成元年、神戸文学賞受賞作 『夢食い魚のブルー・グッ
ドバイ』 （新潮社） で文壇デビュー。 第１２回山本周五
郎賞候補作 『をんな紋』 （角川書店） ほか、 『天平の
女帝　孝謙称徳』 （新潮社） 『夜明けのウエディングド
レス』 （幻冬舎） など年に１冊のペースで作品を世に
問い続けている。 舞台化、 TV ドラマ化された 『お家さ
ん』 （新潮社） で第 25回織田作之助賞受賞。 最新
作は 『姫君の賦　－千姫流流－』 （PHP研究所）。

玉岡かおる


